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２０２２年度 第５回 日本オプティミストディンギー協会 理事会 

  

2022 年度 第 ５ 回(一社)日本オプティミストディンギー協会 理事会 議事録 

［日時］ ２０２３年１月１４日（土）１０：３０～１７：００ 

［場所］ フォーシーズ全菓連ビル会議室 

【出席者】田中耕副会長、田中令江副会長、濱本理事長、青野理事、飯島理事、

宇田川理事、近藤理事、菅澤理事、本多理事、安永理事、山田理事、

佐藤理事、檜皮監事、西村進一監事 

【欠席者】松尾理事、西村将弘理事 

議長;濱本理事長   議事録作成;佐藤 議事録確認：宇田川理事、安永理事 

 

1. 議事に先立ち、濱本理事長から開会挨拶があり、議事録作成者と確認者を決定

して審議を実施した。 

2. 前回（第４回）議事録の確認が行われた。 

 

１．議案 

（１）各委員会からの報告・協議 

【総務委員会】 菅澤理事 

委員会報告書の通り報告された 

その他 

◆総務省：事業所・企業照会票の提出（2022/12/31） 

◆協賛企業拡大について 

 ・淺野会長との協賛拡大会議（趣意書説明 10/17） 

・全日本（江の島）では、ソフトバンクの協賛があった。 

◆JODA レスキュー顕彰授与。 

・今後もこうした事例があれば表彰を適応していく。  

＜会計＞ 安永理事     

・会計管理：中間監査報告（2023/01/15） 

＜広報＞ 青野理事 

◆HP/FB 運営：随時更新 

◆写真撮影とその使用について。個人情報および肖像権の扱いについて議論実施。 

・オフィシャルの撮影は青野理事にお願いする。 

◆撮影写真の無断転載が多いと話があった。 



・著作権、コピーライト©がついている写真は、対価を払い、手順を踏んだ使用方

法について会員へ促す。 

 

＜国際事務局＞ 西村理事 

 ・IODA 事務：2023 年会員手続き「2023 会員情報フォーム」提出（12/27） 

・IODA 連携：国際レース動向把握 

 

【レース委員会】 本多理事 

来年度大会について 

◆東西選手権大会：8月 18 日～20 日。東大会：江の島、西大会：小戸。 

・東日本のホストクラブ、調整中。 

◆全日本選手権大会は、高松での開催が決定した。 

・11 月 23 日～26 日の予定。艇数未定。 

◆３規約について、次年度から適用する予定。文章について、理事に回覧準備中。 

◆ＴＲＡＣＴＲＡＣを導入の方向で調整していく。対象大会は今後検討。 

◆二次選考会→JODA：松尾理事、本多理事、宇田川理事、檜皮監事、青野理事５名

参加予定。田中副会長、西村理事 

 

【海外派遣委員会】 安永理事  

委員会報告書の通り報告された 

その他 

◆ナショナルチーム合宿について 5 月 3 日〜5日海陽ヨットハーバー 

・コーチおよびコーチ料を検討する。2021、2022 年度は後藤さんにコーチを依頼。 

・合宿スケジュールについて、チームの結束を図れるカリキュラムを再検討する。 

◆海外レース参加者費用について 

・これまでの各チーム会計実績報告を確認し今後の費用目安として情報共有する 

◆助成金申請済み（12 月） 

 

【普及育成環境委員会】 山田理事 

2022 年度事業報告→委員会報告書の通り 

その他 

◆各種 JSAF へのアンケート協力→加盟クラブへ協力依頼済み。 

・JSPO 指導員の資格を持って指導している人の人数を把握する必要がある。 

ヨット競技に適した指導資格、指導員の資格の取りやすさがあるといい。 

特に、中学生以下の指導において指導資格は重要。 

◆イヤーブック→イヤーブック協賛５社。3月中旬に発行予定。 

・大会の報告書。未提出の大会が何件かあるため。1 月中に提出して欲しい。写



真など。JODA 主催のレース 4件の報告者が未定なので、決定したい。 

◆ジャパンインターナショナルボートショー2023→JSAF のブースに OP 協会として

参加予定。 

2023 年度事業計画（案）→委員会報告書の通り 

その他 

◆次レスキュークリニックは、西日本水域で開催予定。JSAF 紹介の方が講師予定。 

候補日 5月５日。檜皮さんに企画書を提出。 

◆JSAF「海と日本プロジェクト」を江の島、蒲郡にて開催予定。補助金あり。 

◆JSAF より「See Sport の実現」観戦に関するテスト・トライアルに協力の依頼。 

協力にあたり、詳細や目的を JSAF に確認する。対象レース検討。 

◆ジュニアクラブ卒業生を対象に、ヨットを継続する環境の整備、サポートを検討。 

420 協会、レーザー協会等から活動の様子を案内してもらうなど。 

◆今年度事業としてボートショー参加費用の捻出可否を会計と相談。 

 

【テクニカル委員会】 宇田川理事 

委員会報告書の通り報告 

協議内容→委員会書類の通り 

◆計測機器について→計測機器の現状説明。必要に応じて予算化を検討中。 

テンプレートの摩耗、重量計の経年、特殊ノギス、２メートルのバテンなど 

◆セールにのみ、スタンプシールをスタンプに変更する方針。 

・年度だけ変更できるタイプにし、長期で利用できるようにしたい。 

 

【その他】 

◆海外にプライベートで行く選手から JODA に申請してもらう雛形文書がある。 

海外派遣委員会で内容を確認して現在に適したものとして作成しHPに掲載する。 

 

次回予定 ２０２３年３月１８日（土）１０：００～１７：００（Web） 

以上 

 

令和 5 年 1月 30 日 

 

          議事録署名人： 理事長 濱本 徹夫 印  

  

                    監事  檜皮 浩二 印   

  

        監事 西村 進一 印 


